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論 文 内 容 の 要 旨 

 
【目的】 

表在性病変に対する外部放射線治療では、皮膚線量を補償するために組織等価材質のボーラ

スを皮膚上に配置する。一般的に使用されるビニルシートゲルボーラス（Gel ボーラス）では、

凹凸のある体表面に密着させることが難しく、ボーラスと皮膚の間に空気層（air gap）を生じ

ることで投与線量を損なうことが問題である。その点を改善するために様々なボーラス開発さ

れているが、それぞれ長所と短所がある。これらの長所を持ちながら、短所のないボーラスを

開発することが臨床的に重要である。本研究の目的は、新しいボーラス（HM ボーラス）を開発

することと、HM ボーラスの特性を明らかにし、臨床使用に向けての評価を行うことである。 

 

【方法】 

線量特性を評価するため、HM ボーラスと Gel ボーラスを水等価ファントム上に設置し、電子

線（6MeV, 9MeV）と光子線（4MV, 6MV）の percentage depth dose（PDD）を求め、平均線量差

を計算した。また、Gel ボーラス、軟質ゴムボーラス（SR ボーラス）、HM ボーラスを、成形直

後および成形 1、2、3 週間後に骨盤ファントムに密着させ CT を用いて撮影した。各 CT 画像を

用いて、air gap にて密着性、ダイス係数（DSC）にて再現性の評価を行った。 

 

【結果】 

HM ボーラスと Gel ボーラスの PDD における電子線の平均線量差は 0.16％±0.79％、光子線の

平均線量差は 0.06％±0.34％であり、同様の線量特性を示した。Gel ボーラス，SR ボーラス，

HM ボーラスの平均 air gap 値は，それぞれ 96.02±43.77cm3，34.93±21.44cm3，4.40±1.50cm3

であった。Gel ボーラス、SR ボーラス、HM ボーラスの初期像に対する平均 DSC 値は、それぞれ

0.363±0.035、0.556±0.042、0.837±0.018 であった。HM ボーラスはどの時点においても、高

い密着性と再現性を示した。 

 

【考察】 

本研究では従来のボーラスで最も密着困難な外陰部癌を想定し、骨盤ファントムを用いて評

価を行った結果、高い密着性と再現性を示した。HM ボーラスは他の凹凸の大きい頭頚部や四肢

などにおいても、治療期間中高い密着性にて使用可能であり、体形変化の大きい患者にも使用

できることが示唆された。 

 

【結論】 

組織等価性、透明性、再利用性、約 40℃で自由に成形可能などの特徴を有した新しいボーラ

スを開発した。HM ボーラスは治療時に高い密着性があり、理想的なボーラスとして臨床使用で

きる。 
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